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研究成果の概要 

令和４年度は、人の限定合理性：合理性の限界、働きかけの限界、及び視野の限界の各観点

から以下の研究成果を得た。 

合理性の限界に関しては，人の合理性状態に基づいた行動変容の働きかけを行うことによる限

定合理性の超越を目的として，感情を含んだ多種多様な内面状態を推定する AIモデルを構築す

るために大学生約 130名の 1 ヶ月間のデータ収集実験を実施した。これに解析することで、さまざ

まな内面状態の推定が可能になり、今後構築するインタラクション技術基盤に組み込むことが期待

される。また、内面状態に基づくインタラクションの制御に関して、ユーザの性格に基づいてレコメ

ンデーションテキストの文言を変更するシステムを構築した。これらを通じて、人の内面状態に基づ

く制御が、システムの情報通知に対するユーザの反応と行動を変容させることを実証的に示した。 

働きかけの限界に関しては、家具型および遊具型ロボットの設計開発を引き続き行った。それ

らが想定するような行動のきっかけを環境の中に遍在させられるかに着目しプロトタイピングを重

ね、移動能力と形状を変化させる能力を持つ家具型ロボットを開発した。また遊具型ロボットとして

は、電動車椅子や車輪型ロボットとヘッドマウントディスプレイを組み合わせ小さな移動量を視覚刺

激によって増幅する拡張現実感システムを構築すると共に、人間の遊び相手となる非人間型ロボ

ットを開発しそれらの特性を活かした VR/ARのコンテンツを開発した。 

視野の限界に関しては、昨年度に引き続き、位置情報データや SNSデータの収集・蓄積を行う

とともに、新型コロナウイルス感染症対策に資するデータ分析タスクの高度化および詳細化を行っ

た。新型コロナウイルスの感染リスクマッピング手法については、感染状況の変化に関連する施設

情報の分析を可能とし、ワクチン接種に関する Twitterユーザのスタンス解析に関する分析につい

ては、ブースター接種の停滞の原因を探るため接種行動の変容の分析へと拡張を行うなど、社会

的影響力の高い成果を挙げることができた。さらに、個人の属性を考慮した情報提示に向けて、

大規模自然言語処理モデルの個人および世界知識への適応手法の研究開発を実施した。 
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